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研究成果の概要（和文）：本研究では，人工授精と飼育実験を用いた異種間交配試験等を通じて、アオリイカ3
種間における生殖隔離および遺伝子浸透の実態を明らかにするを目的としていた。まず、初年度と２年度では、
新型コロナウイルス感染症流行拡大が重なったこと、また、2年度から代表者の所属先がかわり、実験の立ち上
げに時間を要した。しかしながら、アオリイカにおける人工授精方法を確立し、6割程度の受精成功度を得るこ
とができた。この結果は既往研究に比較して非常に高い値であり，アオリイカ類の人工授精技術を大きく発展さ
せたといえる。さらにアオリイカ属複数種間での人工授精を試み、授精がおきることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the status of reproductive 
isolation and introgression among the three species of oval squid through interspecific 
hybridization tests using artificial insemination and breeding experiments. First of all, it took 
time to start up the experiment until the second year of the project due to the spread of the 
coronavirus epidemic and the change of the representative's affiliation. However, we established an 
artificial insemination method for the oval squid and were able to achieve a fertilization success 
rate of about 60%. This result is high compared to previous studies and represents a significant 
advance in artificial insemination technology for squids. Furthermore, artificial insemination among
 multiple species of the oval squid genus was investigated, and it was suggested that hybridyzation 
may occur.

研究分野： 水圏生命科学

キーワード： 頭足類　種間交雑　アオリイカ　遺伝的多様性　生殖隔離
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アオリイカにおける人工授精方法を確立し、6割程度の受精成功度を得ることができた。この結果は既往研究に
比較して非常に高い値であり，アオリイカ類の人工授精技術を大きく発展させたといえる。さらにアオリイカ属
複数種間での人工授精を試み、授精がおきることが示唆された。これは近年注目されているアオリイカ類の完全
養殖や、養殖に適した系統の作出に非常に有益である。さらに、本研究で得られた知見の一部は、4件の国際
誌、国際学会および国内学会に発表する成果となった。これはイカ類の繁殖生態や集団遺伝学的研究に大きく寄
与するものといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
アオリイカは「イカの王様」の異名をもち，商品価値が極めて高い優良資源である。申請者のこ
れまでの研究によって，アオリイカ類 3 種は海域によって各種の割合がことなり，さらに 3 種
が同所的に生息する海域が明らかとなった。しかし，3 種間の異種間交配の実態や，それが資源
や生態系へ与える質的な影響は未知であるため，まずは実態を把握することが急務といえる。本
課題では，アオリイカ類における異種間交配の実態を明らかにするため，雑種個体が占める割合
を地理的に比較し，ゲノム情報から遺伝子浸透の歴史を推定する 
 
 
２．研究の目的 
本研究では，人工授精と飼育実験を用いた異種間交配試験，野外採集卵と成熟メスの DNA 解析，
3 種のゲノム比較を通して，アオリイカ 3 種間における生殖隔離および遺伝子浸透の強さを明ら
かにする。その結果に基づき，異種間交配が起こりやすい組み合わせや，既に遺伝子浸透が進ん
でいる組み合わせを特定することを予定している。さらに，漁獲される 3 種の割合が海域ごと
に異なることを踏まえつつ，人工産卵礁を用いたサポート事業がアオリイカ類の異種間交配に
与える影響を評価へとつなげることを最終的な目標としている。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究では，次の 5つの小課題を遂行することで，アオリイカ類における異種間交配の実態を明
らかにする。 
① 人工授精によって異種間交配の有無を確認する：アオリイカ類 3 種の成熟卵と精子を用いて
人工受精を行い，異種間の配偶子で受精が起こるかどうか調べる。メスの輸卵管から取り出した
受精卵に，精子懸濁液を混ぜ合わせインキュベートする。第一卵割が起きた場合は受精が起きた 
と判断する。 
② 異種間交配によって生まれた雑種を判別する DNA マーカーを選別する：申請者は核ゲノムに
存在する繰り返し領域をターゲットにした DNA マーカーをアカイカとシロイカから新規開発し
ている。その中から 3種に特異的な増幅断片長を示し，かつ断片長が 3種でオーバーラップしな
いマーカーを選別する。申請者はすでにシロイカとアカイカで特異的なアレルを示すマーカー
を選別しており，クアイカにおいても同様に選別を行う。 
③ 集団に占める雑種の割合を海域ごとに比較する：小課題②にて選別した雑種判別マーカーを
用いて，雑種のシグナルを示す個体を検出する。申請者がこれまで採集してきた日本沿岸 22 地
点集団を使用する。雑種シグナルを 3種の組み合わせ別に示し，海域ごとに比較する。 
④ 3 種のゲノム比較を比較し，異種間交配と遺伝子浸透の歴史を明らかにする：3 種間の異種
間交配の歴史がもっとも長い海域を明らかにする。小課題③で明らかとなった 3 種の雑種割合
が多い海域から得た個体を対象とし，3種のゲノムから広範囲に遺伝子浸透のシグナルを調べる。
複数の海域から得た個体を解析し，遺伝子浸透の程度がもっとも大きい海域を特定する。アオリ
イカ類 3 種と近縁種であるアメリカアオリイカやオーストラリアアオリイカのゲノムも比較す
ることで，アオリイカ属のゲノム解析は万全とする。この小課題は，国内外の他の研究機関の研
究者と協力してすすめ、申請者は，検体採集とデータ解析，論文執筆を担当する予定である。 
⑤ アオリイカ類における異種間交配ホットスポットを明らかにする：小課題④で得られた雑種
個体が多い海域と，小課題③で得られた遺伝子浸透の歴史が深い海域を考慮し，日本沿岸におけ
るアオリイカ類の異種交配ホットスポットを明らかとする。異種間交配の実態を考慮し，人工的
な繁殖サポートや資源管理を効率ために行うための方策を考察する・ 
 
 
４．研究成果 
初年度、次年度の研究計画では，大きく 3 つの研究小課題へ着手した。それは人工授精試験，行
動観察試験，およびゲノム比較解析である。まず人工授精試験の概要としては，アオリイカ類 3
種の成熟卵と精子を用いて人工受精を行い，異種間の配偶子で受精が起こるかどうか調べる。メ
スの輸卵管から取り出した受精卵に，精子懸濁液を混ぜ合わせインキュベートする。第一卵割が
起きた場合は受精が起きたと判断する。これに基づきアオリイカ類の 2 種で種間交配を試みた
が，そもそも同種内での受精がうまく起こらないという課題に直面した。よって，初年度はこの
課題を解決することに注力した。沖縄科学技術大学院大学の研究協力の下，最終的には同種内で
6 割程度の受精成功度を得ることができた。ただし，3 種間の交配については，アオリイカ採集
シーズンと新型コロナウイルス感染症流行拡大が重なってしまい，実施するのが難しい状況で
あった。しかしながら，上記の結果は既往研究に比較して非常に高い値であり，アオリイカ類の
人工授精技術を大きく発展させたといえる。2 年度から 3 年度目では、飼育試験に関しては、所



属機関を変更後に飼育環境を整え、かけ流しや循環環境の構築に成功した。本研究において、ア
オリイカにおける人工授精方法を確立し、6 割程度の受精成功度を得ることができた。この結果
は既往研究に比較して非常に高い値であり，アオリイカ類の人工授精技術を大きく発展させた
といえる。さらに、本研究で得られた知見の一部は、4 件の国際誌、1 件の国際学会また複数の
国内学会に発表する成果となった。 
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